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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS Q 9005:2014 は改正さ

れ，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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品質マネジメントシステム－持続的成功の指針 

Quality management systems-Guidelines for sustained success 

 

0 序文 

0.1 一般 

組織がその使命を果たし，競争優位を維持して持続的成功を実現するためには，組織の提供する製品・

サービスの価値が顧客，社会及びその他の利害関係者に満足を与えることによって，組織の存在意義を高

めることが不可欠である。 

そのために，組織は，効果的かつ効率的に組織の総合的なパフォーマンスを継続的に改善し，顧客，社

会及びその他の利害関係者のニーズ及び期待に応えて，価値を創造していくことが必要である。また，高

い価値を創造し続けるためには，組織は市場のニーズの多様化，技術革新など組織を取り巻く事業環境の

変化を迅速に察知し，対応することが必要である。 

この規格は，変化する事業環境に組織が俊敏に適応するための品質マネジメントシステムのモデルを提

供する。 

0.2 この規格と JIS Q 9001・JIS Q 9004 との関係 

JIS Q 9001:2015 は，社会的存在としての組織に対して，顧客のニーズを反映した製品・サービスを提供

するための，品質マネジメントシステムに関する要求事項を提供している。 

組織は，JIS Q 9001:2015 を活用し，現状の事業の枠組みの中で，顧客満足に焦点を合わせた品質マネジ

メントを推進することが可能である。 

この規格は，JIS Q 9001:2015 よりも広く高いレベルの品質マネジメントシステムに焦点を当てており，

全ての該当する利害関係者のニーズ及び期待を満たし，組織の総合的なパフォーマンスを体系的かつ継続

的に改善するのに役立つ。 

JIS Q 9004:2018 は，品質マネジメントアプローチによって持続的成功を達成するための指針を提供して

いる。 

これに対し，この規格は，変化する事業環境における持続的成功のための指針という位置付けは JIS Q 

9004:2018 と同じであるが，顧客及び社会への価値提供，価値提供のための組織能力の実装，及び組織能力

の実装手段としてのあるべき品質マネジメントシステムの企画・設計に関する一連の手順を提示している

点が特長的である。また，JIS Q 9004:2018 において組織のマネジメントに関する指針が包括的に示されて

いる。その一方でこの規格は，顧客及び社会の期待・ニーズに確実に応えるために製品・サービス実現プ

ロセスに焦点を置き，マーケティング又は研究開発といった上流プロセスから，顧客への販売・付帯サー


